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飛騨高山匠の技の歴史は古く，古代の律令制度下では，匠丁（木工技術者）として徴用され，

多くの神社仏閣の建立に関わり，平城京・平安京の造営においても活躍したと伝えられている。

しかし，現在の匠の技術や製品についても，これら伝統文化産業における後継者の問題や海外へ

の展開，地域アイデンティティの復活など匠の技を取り巻く解が見えない課題が山積している。 

本研究では，知識基盤社会におけるデジタルアーカイブを有効的に活用し，新たな知を創造す

るという本学独自の「知の増殖型サイクル」の手法により，これらの地域課題に実践的な解決方

法を確立するために，「知的創造サイクル」をデジタルアーカイブに応用して飛騨高山の匠の技

に関する総合的な地域文化の創造を進めるデジタルアーカイブの効果測定モデルについて試案を

まとめたので報告する。 

 

1. はじめに 
知的創造サイクル専門調査会は，2006 年 2

月に「知的創造サイクルに関する重点課題の

推進方策」を策定し，知的創造サイクルの戦

略的な展開のための具体的方策を提言した。 
この「知的創造サイクル」は，図 1 に示す

記録→活用→創造という循環サイクルのこと

をいい，これをデジタルアーカイブのサイク

ルとしてとして捉えると，収集・保存した情

報を活用することにより，新たな情報を創り

出すというサイクルとして捉えることができ

る。そこで，この知的創造サイクルをデジタ

ルアーカイブに捉え直して，知的創造サイク

ルとして提案しているのが「知の増殖型サイ

クルである。 
この「知の増殖型サイクル」を具体的に飛

騨高山匠の技デジタルアーカイブ（以下，飛

騨高山匠の技 DA と呼ぶ）に適用し，知の増

殖型サイクルとしての大学や地域資料デジタ

ルアーカイブの効果測定モデルの開発を試み

た。このことにより，飛騨高山匠の技 DA を

構築し，その地域資源デジタルアーカイブの

オープン化と共にそのデータを有効的に活用

し，新たな知を創造する本学独自の「知の増

殖型サイクル」を生かして地域課題を探求し，

深化させ課題の本質を探り実践的な解決方法

を導き出す手法を確立する。 
2．「知の増殖型サイクル」への適応 
飛騨高山の匠の技に関する総合的な地域文

化の創造を進めるデジタルアーカイブでは，

産業技術，観光，教育，歴史等で新しい「知

の増殖型サイクル」を目的とした総合的なデ

ジタルアーカイブとして捉えている。そこで，

 
図 1 知的創造サイクル 
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これらの飛騨高山匠の技 DA を「知の増殖型

サイクル」として適用すると図 2 のような構

成になる。 
飛騨高山匠の技の代表でもある家具は，伝

統的な産業として国内および海外でも高級家

具としてよく知られているが，それ以外の飛

騨春慶塗を始め一位一刀彫りなどは，飛騨高

山の匠の技の伝統産業とされているものの販

売も芳しくないのが実情である。そのために，

匠の技を受け継ぐ後継者はきわめてまれな状

況であり，飛騨高山の匠の技やこころが次の

世代に伝承することが困難となってきている。 
3．効果測定モデルと新しい評価指標 

地域の伝統文化産業を支える財源確保のた

めのエビデンスの整備は喫緊の課題であり，

また，税金だけでなく，社会的投資等外部資

金の確保のためにも地域伝統文化産業への投

資効果を明らかにすることが求められつつあ

る。こうした状況を踏まえて，本研究では

『飛騨高山匠の技 DA』を取り上げ，それぞ

れの伝統文化活動の社会経済的効果及び意識

的効果を定量的に分析することで，地域の伝

統文化政策立案，財源確保への有効なモデル

となる。 
一般に，社会的価値の評価手法には，図 3

に示す私的財としての価値と公共財としての

価値の二つがある。私的財としては，例えば，

産業技術を考えたときに，これらの売り上げ

や商品開発などがそれにあたる。一方，伝統

文化のような技術を考えるときには，私的財

より公共財としての価値がある。例えば，将

来世代のために維持したいとする遺贈価値，

または，地域のアイデンティティや誇りとし

ての威信価値，その他，地域の雇用の創出や

所得としての経済的価値がそれにあたる。 
本研究では，地域振興に有効な伝統文化的

事業の効果を検証するために，社会経済的効

果と意識的効果の測定手法の併用によるイン

パクト評価手法で定量的に分析することが必

要となる。 
これによって，事業の効果を事前・事後に

シミュレーションできるようになるとともに，

効果の予測や効果が出なかった場合の検証が

できるようになり，当該事業を継続させるた

めに必要な財源確保に有効な論理的根拠の導

出が可能になる。 
4．おわりに 

本学では，観光，教育分野で知的創造サイ

クルの一環として，「知の増殖型サイクル」を

可能にするデジタルアーカイブの試行に成功

している。本研究では，地域の伝統文化とし

ての飛騨高山匠の技 DA を「知の増殖型サイ

クル」を可能にするために，ロジックモデル

をもとに，各ステークフォルダーを調査し，

インプットとアウトプットの関係性をもとに

効果測定モデルを行う実践的研究である。
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図 3 社会的価値の評価手法 

図 2 知の増殖型サイクル 


